
旭川の地震記象からみた地震活動域本

古寺

~ 1. はしがき

この調査は気象庁地震課より提案された「地震予知の

ための予備調査」の一環として，旭川においτ観測され
た地震観測資料をもとに，主として，北海道周辺の地震

活動域について調査Lたものである.

調査の基準ならびにその要領は測候時報第26巻第9

号(昭和34年9月〉に掲載されたものによる.

1. 旭川における地震観測

旭川地方気象台は旭川市八条通十一丁目 (43046'N， 

142022' E，海抜 111.3rri)にあり，市勢の発展に伴い，

現在では市街のほぼ中央部になっている

光義
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地震計による地震観測は 191~ 年9 月 11 日より中央気

象台型簡単微動計と大森式地動計によって始められ，

]951年5月1日から中央気象台型簡単微動計にかわり，

1954年4月1日には改造 52型強震計が併置されて， 地

震動の観測がつづげられ，

1954年6月11日には 53型普通地震計設置，

1962年4月には 59型近地地震用電磁地震が設置され

現在に至っている.

2. 地震計の常数値

この調査に使用した資料は 19日年6月より 1961年ま

での 53型普通地震計によるもので， ，53型普通地震計常

数は第1表のとおりである.

第 1表 53型普通地震計常数 1954年7月24日検定

振度成

東西動、

南北動

上 l 下動

(表中括弧内は叩61年4月6日検定のもの〉

~ 2. 地震記象型からみた地震活動について

ここでは旭川の地震記象について，どのような型の地

震がどの地域におこり，どのような特徴があるかを浅発

地震(震源の深さ 100km未満〉について調査した.

なお，深発地震(震源の深さ 100km以上)ιついて

は資料不足のため今回は実施しなかった.

1. 調査資料

53型普通地震計の記象紙のうちから次の条件にかな

ったものを使用した.該当地震数は 78である.

( 1) 1954年6月より 1961年まで

(2) 3成分の記録が明らかにとれているもの

(3 )震央が明らかで震源の深さが 100km未満の

* Y. Furudera: Investigations of Seismic Ac-
tivity from Seismograms Obtained at Asahi-

kawa (Received May 4， ，1965) 
料旭川地方気象台

もの

2. 記象型の分類

記録された振動状態により A1・A2・B1・B2・C に分

類した.

(1) A1型

P， S共明瞭な型でダ P波の振巾は S波にくらべて小

さ Iく，S波は念、に大きく振動の減衰は比較的おそい.

(2) Az型

P明瞭で振幅漸増・し，やや周期の長い S波にかわる.

振幅においては S波のかわり目ははっきりしない.減衰

は割合早い.

(3 )B1型

P， S共不明瞭• s波の振幅は P波の振幅よりやや大
きい程度.振動の減衰はおそい.

(4) B2型

P， S共比較的明瞭.S波の振幅は B1より大きく，減

衰は早い.
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A1型 1956年(昭 30) 10月1.2，日 21時 23分こ
ろの北海道南東'沖の地震 震度:0， 
震央:42.20N， 144.80E，深さ:40 kin 

H 伽M…
D ， 

品

子→~\>~一一一
A1型 1958年(昭 33)4月 1日02時 49分こら

の留萌西方沖の地震 震度:0， 
震央:44.10N; 140.80E，'深さ:20km 

A2型 1959年(昭 34) 1月31日05時 39分こ

ろの北海道弟子屈附近の地震 震度:0， 
震央:43.'350 N ' 144.40 E 深さ:ヨOkm
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A2型 1959年(昭34)1月31日07時 17分ころ
の北海道弟子屈附近の地震，震度 :0
震央:43. 450N 144.40 E 深さ:0 

W 

~--~---II 
正

D 

5 

B1型 1956年‘(昭 31)‘8月2日16時 19分ころ
の花咲半島南東沖の地震 震度:0， 
震央:43. 30 N 146. 40 E 深さ:60km 

W 

でァーι一一一一..... 町一'加拘附点制加叫制山町一-E 

D 
」斗伽骨骨聯州神叫噛酬刊朝w

bι 

B1型 1957年(昭 3?) 10月23日05時45分こ
ろの根室沖の地震一震度 :0，
震央:4~ 1/4N 146E 深さ ..40km

"" 吉ιー~ー叫刷帥脚且・

D 

r一叩哨叫酬州刷吋

S 

B~ 型 19日年(昭29) 12月、3日11時46分ころ
の浦河沖の地震震度:0，震央:42. 20N 
142.60 E 深さ:40km 、
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←州神仙 ιー叫仰向州刑事'NJ，¥I

十州叫…中岬
B2型 1955年(昭 30) 5月31日.23時44分こ
ろの苫小牧沖の地震 震度 0，震央:
42.00 N 141. 50 E 深さ.:90km 

十一叫叫判断~!
C型 、1960年(昭35)3月21日09時 35分ころ

の三陸沖の地震 震度 0，

震央:39.70 N 143.40 E 深さ:20km' 

ヱ一一叩州州酬川

p 

τ一一一一叩叫w~伽叫い柳川

子一一州州酬山一一一一一
C型 1960年(昭 35) 6月 16日ο0時37分ころの

岩手県沖の地震 震度:0，震央:40.1 oN 

142.50 E 深さ:40km 

第 1 図 各記象型の実例

第 2表 各記象型の分類表

央 I Pマふ|深CkmfI 記象型 の' 特徴名地

A1' 

北海道北東沖
北海道南東沖
釧路南東沖，弟子屈付近
留蔚西方沖，襟裳岬付近
北海道西方沖，三陸沖
青森県東岸沖，尻屋崎東方沖

北海道南部

弟子屈、付近

北海道南東沖

北海道南東沖
根室沖，弟子屈付近
浦河南西沖
北海道東方沖，千島南部
襟裳岬南方沖
尻屋崎北東沖

浦河沖，苫小牧沖
内浦湾，襟裳岬沖
青森県東方沖
北海道南部.石狩湾
日高山脈南部
北海道南方沖
襟裳岬北東沖
釘i路南東沖

三陸
宮城県沖，岩手県i沖中
千葉県中部，福島県東部
茨城県沖，福島県沖
金華山沖，青森県東方沖
宮城県東方沖

0-80 

13-49 0-80 

P， 8共明瞭な型で，P波の振幅はS波にくら

べて小さく， 8波は急に大きく，振動の減衰は

比較的おそい.

A2 0-80 

P明瞭で振幅漸増し，やや周期の長いS波にか
わる.振幅においてはS波のかわり目ははっき
りしない.
減衰は割合早い.

P， 8共不明瞭， 8波の振幅はP波の振幅より

やや大きい程度.

振動の減衰はおそい.

15-29 

B1 18....;...50 0-30 

P，.8共比較的明瞭， 8波の振幅は-B1より大

きく，減衰は早い.

B2 13-39 0-90 

S， P共やや不明瞭，減衰おそく総体的には細

ながL、ぽうすい形をしている
、C 28-94 
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第2図 各記象型の震央分布図

(5) c型

P，. S共やや不明瞭.減衰おそく総体的には細長いぼ

うすい型をしている

各記象型の実例を示したのが，第1図である.分類別

に震央地名，P-S，深さ，記象型の特徴を表にしたも

のが第2表である.

第2表にもとずいて各型ごとにその型の地震をプロッ

トしたものが第2図である

この図からみられることは

ア 石狩湾から浦河付近及びその西海上と襟裳岬沖付近

は大体B2型となもっているが，浦河沖， 襟裳南沖には

~Bl 型もみられる

イ- ~II路沖から根室沖付近は B1 型となふっているが，釘11

路南沖付近には Al> A 型も点在している

ウ.三陸沖は大体C型が主体となっ、ているが下北半島東

海上や三陸はるか沖には A1型がみられる.

ェ.留繭沖及び網走沖付近には A1型がみられるが，そ

の数は少なく，地域決定はできない人

以上各記象型の発現地域を示したのが第3図である

3. 調査結果

記象の型は厳密にはほとんど同じものはなく，今回は

- 4ー

第3図 各記象型の発現地域

使用した各地震記象を全部トレースして，目うつりなど

によるちがいを無くずるように調査し7こが，その判断に

困るものが多かった.

今回の調査の結果からあまりよくまとまる地域はない

が，次のことがあげられる.

て1) 浦河沖から襟裳岬沖にかけては B2型が集中し

ている.

(2 )釘11路沖，根室沖には B1型が多い.

(3 ) 三陸沖はC型が卓越しており，北海道南岸及び

南海上の B2'B1型とは大体はっきり区別され

る.

(4) 留蘭沖，網走沖そのほか釧路南海上，下北半島

東沖，三陸沖などに点在している A1.型はその

例数が少ないので， 明確な地域決定はできな

し、-

(5) 弟子屈付近， ~II路沖及び日高山脈付近に A2 型

が点在しているが，これも数が少なく地域決定

はできない. しかし A2型についてはー一つの記

象型とみられるので分類したものである

S 3. 初動方向の分布による地震活動域について
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第 4図 旭川における震央の押し引きの平面分布

(1954--1961) 

1. 初動の押し，引き，

(1) 資料

53型普通地震計により観測された 1954年6舟より

1961年までのうち測候時報に掲載されている基準にも

とずき条件にあったものを使用した'

(2 ) 初動の押し，引きの平面的分布

うえの資料にもとずU、て調べたものが第 4図である

が，資料少なーく，深さ 100km未満では押し2個，引き

10個， .100km以上では引き 3個で押しはなく合計 15個

である

図に示しである黒丸白丸はそれぞれ初動の押し，引き

を示したものである

この図によれば，資料少なく明確に区別できないが，

震源の深さ 100km以上の分布は千島南部と択捉島南海

上付近に引きが散発している.

震源の深さ 100km未満では弟子屈付近と釧路南東海

上付近にそれぞれ引きの群があり，その他積丹半島沖や

日高山脈付近にも引きがみられる

また，押しについては浦河北方と苫小牧沖にみられる

が資料不足である.

(3 ) 初動の押し，引きの立体的分布

垂直断面図は 42.00N-42. 90N， 43. 00N-43. 90 N， 

44. 00N-44. 90 Nにわけ， 1400 E-1490 E を範囲とし

7こ.

第5図から第7図までの各図は縦軸に震源の深さ，横

軸に経度を示しである

この図からみると釧路南東沖の引きの集まりは深さ40

取帆同o'

2D 

40 

.0 
10 

120 

I<W 

第5図

M1.(E) 

初動の押し・，弓|き・0の垂直断面の分布

(42. 00N-42. 90 N) 

第6図 初動の押じe，引きOの垂直断面の分布
(43.0" N-43. 90 N) 

初動の押し・，引きOの垂直断面の分布

(44.00 N --:-44.90 N) 

kmぐらいの所に出ており，弟子屈付近の引きの集まり

は0--20kmの浅い所に発現している

また，根室半島東方海上の引きの集まりは 60--JOOkm

付近となっている.

浦河付近と苫小牧沖付近で、は押し，引きがまじり 60--

100km付近にでている

しかし，この場合においても平面的分布と同じく資料

が少ないのではっきりしたことについては無理である

(4) 初動の押し引きを示す地域

初動の押し，引きを平面的立体的に考察した結果，各

地域で押し，引きがどのような割合になっているかを調

べたのが第3表である

前述りように資料少なし地域の決定は無理である

が，一応集まりをなしている所をまとめ‘てみた.

2. 初動方向のかたより

資料は 1の (2)に使用したものの中で，初動の水平

動両成分が観測されたもの 10個を使用，水平成分の合

成値を示したのが第8図である

これによると資料が少ないので，明らかないが，留繭

沖や浦河付近では初動が右にかたよ，つFており，千島南部

付近では左にかたっている

また，弟子屈付近釧路沖付近ではかたよっていないも

のと右にかたよっているものがみられる

-5-
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第 3 黍地震活動の単位
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第 8 図. 初動方向がのたより

3. 調査結果と考察

(-1 )初動の押じ，引きについて

初動の押し τ 引きの平面的及び立体的分布主りみて，

弟子届付近に震源の浅い(0---20km)引きの集りがみら
れる.又萄11路南東沖付近にも60ー100km.に震源をもっ
引きの集りがあるが，いずれも資料が少ないので深い考

察は無理で、ある.

(2) 初動のかたよりについて

千島南部付近では左にかたより，浦河付近及び苫小牧'

沖では右へのかfこよりがみられ，.~Il路南東沖と弟子屈付‘

近ではかたよっていないものと右へかたよっているもの

がみられる

これからみると何か考えら‘れそうな点もあるが，とれ

だけの資料で考察断定ナることは無理と思われる.

考-

~ 4 走時曲線からみた地下構造

1. 調査資料

1954年6月より1961'年までの53型普通地震計によ
り観測された資料のうち iP又は P として観測された

も、のーを使用し，旭川17Pら500km以内に震源をもっ地震
について調査した.

しかし，条件にかなった地震数が非常ι少なく使用し

〆

第 9 図 地域区分図?
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たものは 13個にとどまったがj 一応まとめてみた.

調査方法は測候時報掲載の要領にしたがった.

? 地域区分

この調査の対称となった地震の震源位置はおもに北海一

道南部と東部弟子届付近及び北海道南東海上で，その他

網走沖留璃沖室蘭沖などである.

地震の記象型による地域区分を考え， Aより Dまでの

5地区に区分した.地域区分は第9図に示す.・

3. 走時曲線図

旭川において観測された初動の発現時より震源におけ

る発震時をひいて，縦軸に走時をとり，横軸に震央距離

をとった.

，各深さ別に 0<h 三五 20km，50km< h 二三60km，70 

kmく h正80kmの走時曲線をつくった.乙のほかの‘20

kmく h正30km，'30km < h 豆40km，40km< h 亘50

km; 60km< h孟 70kmに該当する地震はなかマた.

これらは第10図から第12図までに示しである図中

s 
r. 

fb 

月

/d 

Jb 

-40 

、加

0 く h~20

cν 
ラ/
¥ 

s 
90 

80 

Jb 

.50 

40 

Jo 

o 
a 

'70K，帆くn~80K"" 

.300 400 t:. 500町朝

第 12 図

第4表 地域記号と地域区域

地域符号|記号 I- 地 域 範 囲

A '/ ~ I北海道南部(陸上)
B I 0 I浦河沖捺裳岬沖青森県東方沖

C I ... I ~i1路南東沖
D |ム|網走沖留蔚沖

E I 圃 [三陸沖

の記号は各地区を示したもので第4表による

なお，P と観測されたものは非常に少なく，かっ iPも

少ないので，とれらの比較は行なわなかった

(1) 0< h亘20km

.JbO 400 .d .soo帥¥ 資料不足であるが B地区でやぞおくれてでているほ

s 
10 

.10 

70 

60 

So 

40 

Jo 

100 

第 10，図

501(明くh♀bOKom..

~ 

200 JOo 400， t:. SOo 1("， 

第 11，図

かは大体標準走時曲線にのっている.

(2) 50kmく h~三60km

資料不足である.C地区でややおくれてでている.

これも資料不足であるが，大体よく標準走時曲線にの

っている

(3') 70 kmく h豆80km

一これも資料不足であるが，大体よく標準走時曲線にの

っている

4. 結果と考察

前述のように資料が少ないうえに，時刻精度にも問題

があると考えられるので，これだけの資料をもって地下

構造を考察することは無理と思われる

しがし，浅い地震 (0<h 豆20km)についてはややお

くれがみ!られる、が， 深い地震 (70km<h 亘80km) は

標準走時曲線に大体のっているとみられる
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~ 5. むすび

予備調査はこれで一応終了したが，いずれの調査につ

いても該当地震数が少なく，満足な結果は得られず一応

これを行ってみたという域をでてない.

また各調査において個人の主観的判断もわっているの

で，多少まとめ方にも無理な点があると思う

今後の資料の蓄積をまって更に検討の要があると考え

る.
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